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現在に至る
専門 日本文学
主な出版物
(著 書)
1976谷 崎 潤 一 郎 と 日本 の土 着 的 伝 統 の世 界 ワル シ ャ ワ大 学 出版 局
1983日 本 文 学 史 概 説(ポ ー ラ ン ド語)ワ ル シ ャ ワ大 学 東 洋 学 研 究 所
1984AManandSocietyinJapanToday(ed.andco-author)ワル
シ ャ ワ大 学 出版 局
1990ReflectiononLiteratureinEasternandWesternCultures
(ed.andco-author)
(論 文)
1984SomeProblemsoftheTheoryoftheNovelinJapaneseLitera
ture,IN:EuropeInterpretsJapan,PaulNorburypp.145-154
1984ManandSocietyasReflectedintheWorksofKaikoTakeshi
In:ManandSocietyinJapanToday,WarsawUniversityPress
1986MoralCry-OeKenzaburo'sWorldofIdeas
1990EthosinNovelsbyJun'ichiroTanizakiandHenrykSienkiewicz.
(訳 書)
芥 川 竜 之 助 「河 童 」(1963),安 部 公 房 「砂 の 女 」(1968),井 伏 鱒 二 「黒 い 雨 」(1
971),
谷 崎 潤 一 郎 「蘆 刈 」 「春 琴 抄 」(1971),同 「蓼 喰 ふ 蟲 」 「瘋 癲 老人 日記 」(1
972),
夏 目漱 石 「こ こ ろ」(1973),同 「吾 輩 は猫 で あ る」(1977),
大 江 健 三 郎 厂万 延 元 年 の フ ッ トボ ー ル」(1979),木 下 順 二 「夕 鶴 」(1987),
川 端 康 成 「千 羽 鶴 」 「眠 れ る美 女 」(1987),遠 藤 周 作 「侍 」(1987),
小 松 左 京 「日本 沈 没 」(1989),
日本 短 編 小 説 集 『昇 る太 陽 の 影 』(1972)『 聖 産 業 週 間 』1945-1975(1986)
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(資 料)
谷崎潤一郎に関するポーランドの本
TanizakiJun'ichiro:
Dwieoowiesciomifo6ciokrutnej[Ashikari,
Shunkinsh?,ParistwowylnstytutWydawniczy/
PIW/,Warszawa1971
Dziennikszalonego・starca[F1瓧enr6jinnikki],
Niekt?zywolapokrzywy[Tadekuumushi],
PIW,1972
"Ulotnymostsn?"[Yume -noukihashi].Seein
:Tydzieriswietegomozoiu.Opowiadaniajaponskie
1945-75.[Seisangy?黌h瑢an.Nihon-tanpen-sh?etsu,
1945-1975.PIW,1986.]
Miko士ajMelanowicz,TanizakiJun'ichir6akrag
japonskiejtradycjirodzimej匚TanizakiJun'ichir6
-tonihontekident?,WydawnictwaUniwersytetu
Warszawskiego,Warszawa1976
(評 論)
MikoiajMelanowicz,TanizakiJun'ichir6.Czytelnik
shuppan(近 刊)
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***発 表 を 終 え て***
参加者の方々との長い質疑応答のほかに、当日、
もうひとっの出来事が私にとって一生の思 い出に
なりました。フォーラムでの発表の記念にと、知
らない方か ら絵をいただいたことです。石田法清
さんという絵師の方が 「竹」という水墨画をくだ
さって、私は大変感動 しました。
桜の咲 くころに、大好きな竹のイメージをおこ
してくれて、日本の文学作品をいろいろと思い出
したわけです。1960年 代に萩原朔太郎の詩を
読んだり、論文を書いたりしていたことや、芥川
龍之介の作品を翻訳 していたこと、そして大好 き
な黒沢明の 「羅生門」などの映画をポーラン ドで
見たことなどがよみがえってきました。
当日のちっぽけな出来事のおかげで、昔の思い
出がもどってきたのです。そんな感動的な機会を
つ くってくださった日文研の方々に心か ら感謝す
る次第であります。
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日文研 フォーラム開催一覧
r回 年 月 日
、
発 表 者 ・ テ ー マ
i
62.10.12
(1987)
アレッサ ン ドロ ・バ ロータ(ピ サ大学助教授)
AlessandroVALOTA
「近代 日本 の社会移動 に関す る一 、二 の考察」
2
62.12.11
(1987)
エンゲルベル ト・ヨリッセ ン(日 文研 客員助教授)
EngelbertJORIβEN
「南蛮時代の文書 の成立 と南蛮学 の発展」
③ 63.2.19(1988)
リーA.ト ンプソン(大 阪大学助手)
LeeA.THOMPSON
「大相撲 の近代化」
4
63.4.19
(1988)
フォスコ ・マライー二(日 文研客員教授)
FoscoMARAINI
「庭 園に見 る東西文明のちがい」
O 63.6.14(1988)
宋 彙七(慶 北大学校師範大学副教授)
SONGWhiChil
「大塩平八郎研究の問題点」
6
63.8.9
(1988)
セ ップ ・リンハ ル ト(ウ ィー ン大学教授)
SeppEINHART
「近世後期 日本の遊 び一拳を中心 に一」
0 63.10.11(1988)
スーザ ンJ.ネ イ ピア(テ キサス大学 助教授)
SusanNAPIER
「近代 日本 小説 における女性像 一現 実 と幻想 一」
⑧
L
63.12.13
(1988)
ジェームズC.ド ビンズ(オ ベ リン大学助教授)
JamesC.DOBBINS
「仏教 に生 きた中世の女性 一恵信尼 の書簡 一」
丿
⑨r
元.2.14
(1989)
、
厳 安生(北 京外国語学院日本語学部助教授)
YANAnSheng
「中国人留学生の見た明治 日本」
⑩ 元.4.11
(1989)
劉 敬文(遼 寧大学 日本研究所副所長)
LIUJingwen
「教育投資 と日本の戦後経済高度成長」
⑪ 元.5.9
(1989)
スザ ンヌ ・ゲイ(オ ベ リン大学助教授)
SuzanneGAY
「中世京都 における土倉酒屋 一都市社会の自由とその限界一」
⑫ 元.6.13
(1989)
夏 剛(京 都工芸繊維大学助教授)
HSIAGang
「インタビュー ・ノンフィクションの可能性 一猪瀬
直樹著『日本凡人伝』を手掛 りに一」
0 元.7.11
(1989)
エル ンス ト・ロコバ ント(東 洋大学助教授)
ErnstLOKOWANDT
「国家神道を考 えるJ
14 元.8.8
(1989)
キム ・レーホ(ソ 連科学アカデミー ・世界文学研究所教授)
KIMRekho
「近代日本文学研究の問題点」
15
元.9.12
(1989)
ハル トムー ト0。ローターモ ンド(フ ランス国立 高等研 究院
教授)
HartmutO.ROTERMUND
「江戸末期 における疱瘡神 と疱瘡絵 の諸 問題 」
⑯ 元.10.3
(1989)
汪 向榮(中 国中日関係史研究会常務理事 ・日文研客員
教授)
WANG.Xiang-rong
「弥生時期 日本に来た中国人」
元.11.14
(1989)
ジェフリー ・ブロー ドベ ント(ミ ネソタ大学 助教授)
JeffreyBROADBENT
「地域開発政策決定過程 を通 してみた 日米社 会構造の比較」
丿
⑱r
元.12.12
(1989)
丶
エ リック ・セズレ(フ ランス国立科学研究所助教授)
EricSEIZELET
「日本の国際化の展望と外国人労働者問題」
19
2.1.9
(1990)
ス ミエ ・ジョー ンズ(イ ンデ ィアナ大学準教授)
SumieJONES
「レトリックとしての江戸」
⑳
2.2.13
(1990)
カール ・ベッカー(筑 波大学哲学思想学系外国人教師)
CarlBECKER
「往生一日本の来生観と尊厳死の倫理」
⑳
2.4.10
(1990)
グラン トK.グ ッ ドマ ン(カ ンザス大 学教授 ・日文研客
員教授)
GrantK.GOODMAN
「忘れ られた兵士 一戦争 中の日本に於 けるイン ド留学生」
22
2.5.8
(1990)
イアン ・ヒデオ ・リー ビ(ス タンフォー ド大学準教授 ・
日文研客員助教授)
IanHideoLEVY
「柿本人麿 と日本文学 における『独創性』について」
23
2.6.12
(1990)
リヴィア ・モネ(ミ ネソタ州立大学助教授)
LiviaMONNET
「村上春 樹:神 話の解体 」
⑳ 2.7.10(1990)
李 国棟(北 京連合大学外国語師範学院日本語学部講師)
LIGuodong
「魯迅の悲劇 と漱石の悲劇一文化伝統か らの一考察一」
25
2.9.11
(1990)
馬 興国(遼 寧大学日本研究所副所長 ・日文研客員助教授)
MAXing-guo
「正月の風俗一中国 と日本」
2.10.9
(1990)
ケネス ・クラフ ト(リハイ大学助教授)
KennethKRAFT
「現代 日本 における仏教 と社会活動 」
丿
72
r
2.11.13
(1990)
、
アハ マ ドM.フ ァ トヒ(カ イロ大学講師)
AhmedM.FATTHY
「義経文学 とエ ジプ トのべーバルス王伝説 にお ける主従 関係
の比較」
⑱ 3.1.8(1991)
カレル ・フィア ラ(カ レル大学 日本学科長 ・日文研客員
助教授)
KarelFIALA
「言語学か らみた『平家物語 ・巻一』の成立過 程」
29
3.2.12
(1991)
ア レクサ ン ドルA.ド ー リン(ソ 連科学 アカデ ミー東洋学
研究所上級研究員)
AleksandrA.DOLIN
「ソビエ ットの 日本文学翻訳事情 一古典か ら近代 まで一」
30
3.3.5
(1991)
ウイーベP.カ ウテル ト(ワ ーゲニ ンゲ ン大学研究員)
WybeP.KUITERT
「バロック ・ヨーロッパの 日本庭 園情報
一ゲオルグ ・マイステルの旅 一」
31
3.4.9
(1991)
ミコワイ ・メラノヴィッチ(ワ ルシャワ大学教授 ・日文
研客員教授)
MikoiajMELANOWICZ
「ポーラン ドにおける谷崎潤一郎文学」
32
3.5.14
(1991)
ベア トリスM .ボ ダル ト・ベイ リー(オ ース トラ リア国立
大学 リサーチ フェロー ・日文研客員助教授)
BeatriceM.BODART-BAILEY
「三百年 前の京都 一ケンペルの上 洛記録」
33
3.6.11
(1991)
サ トヤB.ワ ルマ(ジ ャワハルラール ・ネール大学教授 ・
日文研 客員教授)
Satya.B.VERMA
「イ ン ドにおける俳句」
43
丶
3.7.9
(1991)
ユルゲ ン ・ベル ント(フ ンボル ト大学教授 ・日文研客員教授)
JurgenBERNDT
「ドイッ統合 とベル リンにおける森 鴎外 記念館」
ノ
53
'
3.9.10
(1991)
ー
ドナル ドM.シ ーキンス(琉 球大学助 教授)
DonaldIVI.SEEKINS
「忘れ られたアジアの片隅 一50年 間の 日本 とビルマの関係」
63
丶
3.10.8
(1991)
王 曉平(天 津師範大学助教授 ・日文研客員助教授)
WANGXiaoPing
「中国詩歌における日本人のイメージ」
丿
○は報告書既刊
??????
???
??
1992年3月30日
国際日本文化研究センター
京都市西京区御陵大枝山町3-2
電話(075)335-2048
国際日本文化研究センター
管理部 ・研究協力課
***
国際日本文化研究センター

■ 日時
1991年4月9日
午後2時 ～4時
■ 場所
国際交流基金 京都支部

